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無限階段 

Endless Stairs 

 

 

どこまでも昇れる階段…… 

実際にはあり得ないものではあるけれども 

－円形の無限階段を描くことができるか－ 

可能性は無限にある 

『そんな事は無理だよ』 

と思っても、どんなことでもやってみると 

意外とできたりするものである 

少しずつ、一歩一歩昇っていかなければならない 

 

「努力」という言葉をあえて使うとするならば、 

精一杯頑張ってほしい 

高い山も、一歩ずつ登っていかなければならないのだから 

∽ 

自分の作品について書こう 

作品は、自分にとって「子ども」である 

産み出す時は苦しみも伴う 

描いた絵を捨てて、描き直す人は好きではない 

どんなに不格好な子どもでも責任を持って育ててほしい 

 

枠の中に描く理由は、完全な自由より、 

少し規制がある方が発想を出しやすいから 

その枠の設定が大切で、 

その枠の内側と枠の外側を考える（外側に出ても良いのだが、）と、 

何かひらめいたりする 


